広大スタンダード（規準５）に関する自己評価　＜養護＞
	学生番号：
	ｂ
	名前：
	

	記入日：
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	規準５の総合評価
	

	
	


対応する科目：●教育相談　　●児童・青年期発達論　　●生徒・進路指導論  ●特別支援教育
【規準・レベルの自己評価欄】　〔現時点で自分が到達していると考えるレベル１～３に〇をつける。〕
	規準５：幼児・児童・生徒を理解し、信頼的な関係を築いて指導することができる。

	〈レベル１〉
	〈レベル２〉
	〈レベル３〉
	〈目指す教師像〉

	幼児・児童・生徒と信頼的な関係を築くことは難しいが、生徒の興味や関心に対する知識を持っている。
	担当している一部の幼児・児童・生徒とは信頼的な関係を築いて指導することができる。
	担当しているほとんどの幼児・児童・生徒と信頼的な関係を築いて指導することができる。
	教師らしい態度で自信を持って教育活動を行うなど、すべての幼児・児童・生徒と信頼的な関係を築いて指導することができる。

	具体的な基準：
●以下の(1) を満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　2以上
	具体的な基準：
●以下の(1) (2) のいずれか
を満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　6で
GPA 50以上
(2)実習記録等
・幼児・児童・生徒を理解し、信頼性を築くための教師の工夫をある程度読み取り、教師としての行動について自分自身の考察を述べている。
・幼児・児童・生徒との信頼関係を築くために必要な行動や態度をとることができる（話を聞く、約束を守る、人格を尊重する等）。
	具体的な基準：
●以下の(1) (2) の両方を
満たす
(1) GPA自動計算
修得単位数　6で
GPA 50以上
(2)実習記録等
・幼児・児童・生徒を理解し、信頼性を築くための教師の工夫を的確に読み取り、教師としての行動について自分自身の考察を述べ、その方法を実践に生かすことが出来る。
・幼児・児童・生徒との信頼関係を築くために必要な行動や態度を常に自覚して、指導することができる。
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【自由記述欄】これまでの学習の成果や自分にとっての今後の課題、取り組んでいきたいことについて、具体的に記入する。
	


